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日本物理学会

• 日程：9月16日～19日
• 場所：北海道大学札幌キャンパス
• 最終日の口頭発表で参加(講演番号19aB132-9)
• タイトル

RHIC-sPHENIX実験
2024年運転における中間飛跡検出器
INTTのデータ読み出し



発表内容
• トリガー・ストリーミングモードについて

• Event Mixupについて
• 混在するヒットの割合は1％程度

• Event Mixupの起こりやすさは衝突事象の間隔
と関係する



発表について
質問内容

• トリガータイミングのウィンドウが重なっていてMixupが起きているのか？

→違う、ファームウェアのバグである

• ストリーミングのタイミングプロットについて

• ストリーミングではMixupは起きているのか

→起きている。タイミングタグのつけ間違えによって現象が起きているため

ストリーミングでも起こりうる

感想

• 初対面学会だったが、スタッフ皆様の助けのお陰で無事発表を終えることが出来た。

• 内容を理解してもらった上での質問だったので上手く伝えることが出来たのではないか。

• 反省点としては質問に回答する際間違ったことを言ってしまいデータ読み出しについて分
かる人に混乱を招いてしまった。理解が足りていない所を補っていきたい。



HIPポスター
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